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技術の概要

国の機関　 １　件　（九州　　0件　、九州以外　1件　）　
自治体　　　０　件　（九州　　0件　、九州以外　0件　）　
民　 間　　　０　件　（九州　　0件　、九州以外　0件　）　

安全・防災　　維持管理 　環境　　コスト　　ICT　　品質　　　（該当する分類に〇を付けてください）

・従来は敷段差のない既設の引上げ式樋門ゲート設備を無動力自動化にするにあたり、既設の水
路を大幅に改修し敷段差を設けていた、しかし敷段差を不要とすることで土木構造物の改修範囲
が減少し、低コスト・短期間工期でゲートの無動力自動化を可能とすることが出来る。

・フラップ式ゲートとヒンジリンク機構を組み合わせることにより、引上げ式ゲートと同様に下部水密
ゴムの下方押し付けを可能とし、敷段差を不要としました。

１．技術開発の背景及び契機

技 術 概 要 書　（様式）

２．技術の内容

３．技術の効果

・昨年のフィールド実験により、樋門ゲートとしての機能は実証済み。
・敷段差を設置した自動開閉式ゲートとの比較ではゲート工事費+土木工事で40％程度のコスト削
減また、短期間での施工が可能になる。

４．技術の適用範囲

・自然条件　①水路の堆泥、堆砂が比較的少ないこと。②水路に玉石などが常時堆積していないこ
と。　　　　　・現場条件　①外部フロート設置スペースがあること。
・適用範囲　①□1.0m～□2.0m程度が特にコスト縮減効果が高い。
・懸念事項　①水路の形状よって適用できない場合があるので個別に検討が必要となります。

５．活用実績

※別紙２



６．写真・図・表
 従来技術との比較説明図 オートゲートステップレスの特徴

　　　　　　設置例　(北海道開発局　中川パンケ樋門)     　　　　　　　　　   フィールド実験データ


